
小滝川源流の大規模崩壊地における復旧治山事業について   
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１  課題を取り上げた背景   

 令和元年６月、新潟県糸魚川市で

発生した大規模崩壊により、１級河

川である姫川流域の広範囲に白濁水

が流出、日本海まで白濁が確認され

ました。このことから、同年度より

復旧事業を開始、令和４年度には航

空実播工を実施しています。令和５

年度には、崩壊地の状況を確認するため「航空レーザ計測」を実施し

たことから、現在までの崩壊地の復旧状況と取組の成果を報告するも

のです。 

 

２  取組の経過   

崩壊地は山岳奥地の急峻な土地条件、交通手

段の無い状況の中、早期に土砂流出（白濁）の

防止に取組む必要がありました。 

このことから、ヘリコプターを用いた工法を

選定して、復旧当初は崩壊地の表層土砂を抑制

するめ、袋型石詰筋工を設置

して土砂移動を防止し、以降

は同時進行で航空実播工を実

施しています。 

航空実播工については、崩

壊地の周辺が中部山岳国立公

園に指定されていることを考慮して、崩壊地下流域に自生している種

子を採取しています。 

また、崩壊地は水が豊富な箇所であることから、水辺を好むヤナギ

を利用した航空コア緑化工（ヤナギの枝）を実施しています。 

令和５年度には、復旧事業開始から５年が経過したことから、令和

元年と現在の状況を把握するため、航空レーザ計測を実施して、土砂

移動量の差分解析と植生回復状況を含む治山効果を検証することとし

ました。 

 

３  実行結果   

令和元年と比較して崩壊地からは一定量の土砂は生産されていたも

のの、土砂は全て崩壊地内で堆積しており、崩壊地から下流への土砂

の流出は確認されませんでした。また崩壊地における植生の状況につ

いてもヘリコプターより目視にて調査を行った結果、ヤナギやススキ

など治山事業により散布した地域性種苗の生育が見られました。これ

らのことから、治山事業の効果が一定程度表れており、土砂流出防止

が確認され、植生が回復し緑化が進んでいると判断しています。 

 

４  考察   

 令和元年度から継続的に復旧治山工事を実施した結果、土砂流出の

防止、河川の白濁の鎮静化、崩壊地での植生の回復が図られ、山間奥

地における大規模崩壊地の復旧に着実な効果が表れていると感じてい

ます。 

糸魚川市からも河川の白濁が無くなったという報告もあることか

ら、今後も経過観測を行い、治山事業の効果について、より詳細な検

証を行うとともに、厳しい気象条件下において安定した植生回復のた

めには、継続的な追肥工などの実施により、更なる緑化を促すことが

重要であると考えています。 
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